
１　平成27年国勢調査による人口（速報値）と人口推計値との比較 （単位：人）

Ｈ22年 Ｈ27年
減少率

（Ｈ22年比）

192,230 △2.64％

193,766 △1.87％

☆

☆

２　自然動態の推移
＜出生数・死亡数の推移＞ （単位：人）

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

△319 △273 △315 △404 △493 △511

出生数 1,698 1,810 1,710 1,626 1,644 1,637

死亡数 2,017 2,083 2,025 2,030 2,137 2,148

＜合計特殊出生率の推移＞

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

1.51 1.61 1.55 1.55 1.60 未公表

1.54 1.58 1.57 1.62 1.60 1.69
☆ 出生数は近年、増減を繰り返しているが、平成27年は前年対比で減少。
☆
※ 合計特殊出生率の平成27年の市町村数値は平成28年12月頃公表予定。

３　社会動態の推移
＜転入＞ （単位：人）

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

1,605 1,467 1,514 1,435 1,436 1,467

3,728 3,834 3,548 3,687 3,691 3,576

5,333 5,301 5,062 5,122 5,127 5,043

＜転出＞

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

1,344 1,396 1,473 1,388 1,401 1,337

4,327 4,515 4,458 4,609 4,035 4,237

5,671 5,911 5,931 5,997 5,436 5,574

△338 △610 △869 △875 △309 △531

☆

出典…自然動態・社会動態：鳥取県人口移動調査
　　　　 合計特殊出生率：鳥取県人口動態統計調査

鳥取市の人口動向（平成27年）

平成27年の国勢調査（速報値）によると、鳥取市の人口は本市人口ビジョンをはじめ、社人研等の
推計を上回る推移となっている。

しかしながら、自然動態及び社会動態については、平成27年には自然減、社会減の状態が続いて
おり、人口減少の抑制に向け、出生率の向上や転出超過（特に20代前半）の抑制につながる施策の
充実が必要である。

概
況

計

転出超過数

平成27年の死亡数が過去最多となっている。

転入は近年、増加傾向にあったが、平成27年は前年対比で減少している。一方で転出は、前年対比
で増加となっており、県外への転出が顕著となっている。

県外からの転入

計

区分

県内への転出

県外への転出

区分

自然増減

△2.65％

※参考　　県人口の減少率：△2.55％

平成27年国勢調査による本市の人口は社人研、日本創成会議、市人口ビジョンの目標推計より高
い水準（約1,540人の増）となっている。

平成22年との比較による減少率は約0.8％改善となっている。また県人口の減少率と比較しても約
0.7％上回っている。

197,449
192,223

区分

国立社会保障・人口問題研究所（社人研）推計

日本創成会議推計

鳥取市人口ビジョン　目標人口

平成27年国勢調査人口（速報値）

区分

市
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＜平成28年上半期-自然動態の状況＞ （単位：人）

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1～6月 812 779 800 △ 33 21

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1～6月 1,149 1,108 1164 △ 41 56

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
△ 337 △ 329 △ 364

＜平成28年上半期-社会動態の状況＞ （単位：人）

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1・2月 508 470 553 △ 38 83
3月 1,065 1,075 978 10 △ 97
4月 1,258 1,121 1,096 △ 137 △ 25

5・6月 613 590 550 △ 23 △ 40
小計 3,444 3,256 3,177 △ 188 △ 79

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
1・2月 588 538 568 △ 50 30
3月 1,969 2,049 1,558 80 △ 491
4月 627 609 862 △ 18 253

5・6月 577 580 575 3 △ 5
小計 3,761 3,776 3,563 15 △ 213

Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28
△ 318 △ 530 △ 352

＜年齢別　転出超過数の推移＞ （単位：人）
区分 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

全年齢 △ 364 △ 339 △ 634 △ 848 △ 705 △ 329 △ 530
15-19歳 402 △ 63 122 6 △ 208 116 △ 23
20-24歳 △ 383 22 △ 452 △ 474 △ 508 △ 392 △ 486
25-29歳 △ 81 △ 16 △ 146 △ 119 △ 127 △ 35 △ 58

出典…鳥取市総務課(月別人口移動状況）
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平成28年上半期の

状況（対前年比）

〇出生：増加傾向

〇死亡：増加傾向
 

出生数は増加に転じ

たが、死亡数も大き

く増加しており、自然

減が拡大

平成28年上半期の

状況（対前年比）

〇転入：減少傾向

〇転出：減少傾向
 

転入数は減少傾向

にあるが、転出数が

大きく減少しており、

転出超過が抑制方

向に転換

� 900

� 700

� 500

� 300

� 100

100

300

500

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

年齢別 転出超過数の推移

全年齢

15‐19歳

20‐24歳

25‐29歳


